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ニホンザルの個体の社会的地位と採食･繁殖戦
略との関係の解明のため､･大分県高崎山､宮崎県
寺島､鹿児島県屋久島の餌づけ群および自然群を
対象に研究を進めてきた｡食物の時間的､空間的
分散の変化のもとで性､年齢､社会的地位の相違
により採食行動にあらわれる差の把投につとめ､
また､栄養血洲定に基づく摂取栄養丑の把握と､
それらが緊柄成功皮と関係している様を検討して
きた.特に事由群では､採食スピードの時間的変
化の解析と性成熟の遅柑現象に焦点を置き､それ
らに関わるデータの収集と分析を試みている.ま
た､一時的食物貯蔵蹄としての頼袋の使用を､性･
年齢･順位との関係で調べた｡これは所内エソク
ロジャー 群でも調べ､頼袋容血の計測も行った｡
屋久島では､最も果実の柾頬が凸缶な10-1
月にかけて､野生ニホンザルの採血様式を調査し､
異なる果実の選択にしたがって群れの遊動コース
が変わり､これが群れ問の出会いに大きく影響し
ていることが明らかになった｡また､朝､昼､夕
刻という異なる時間帯で採食する果実の種類や採
会規安が異なることも判明した｡
一方､社会､池伝子情報､書芸官調節分野と共同
で所内放飼弟EZ]において性行動､ホルモン測定と
父性判定に基.うく両性の繋植戦略を研究した｡こ
れらの戦略と関連して順位､繁殖成功度､個体群
動態の長期ff料を苗崎山および幸島において収集
した｡
さらに､ニホンザルの全生息数を推定しその動
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